
位　　置　　図

笙の川

　　　堂区区防災マップ 洪水浸水災害）（洪

堂橋

JR小浜線

西敦賀駅

西雲寺

新堂橋新

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱

ふ
る

さ
と

夢
街

道

鶉神社

JR北陸本線

    凡　例

☆洪水浸水想定区域 
 ・2m 5m未満 
 ・1m 2m未満 
 ・0.5m 1m未満 
 ・0.5m未満

☆指定避難所
・敦賀工業高等学校 
 ・中郷小学校 
 ・中郷体育館 
 ・粟野南小学校

敦賀工業高等学校

堂ふれあい会館 
防災倉庫

堂第一公園

県道津内櫛林線

舞鶴若狭自動車道

宮尻川

慶林寺

小浜線高架下　　
浸水時注意、側溝
ガードレールなし

　　　　　　　　　　　　　　　・気象情報に注意を払い、立ち退き避難が必要と判断したときは、家族
　　　　　　　　　　　　　　　　との連絡、非常用持ち出し品の準備など、避難準備を開始します 
　　　　　　　　　　　　　　　・土砂災害警戒区域等に居住する方は、避難場所への移動を開始します 
　　　　　　　　　　　　　　　・避難に時間を要する人（ご高齢の方、障がいのある方、乳幼児をお連 
　　　　　　　　　　　　　　　　れの方など）は避難しましょう

避難準備・ 
高齢者等避難開始

　　　　　　　　　　　　　　　・立ち退き避難が必要な方は、避難場所への移動を開始します。ただ　
　　　　　　　　　　　　　　　　し、周辺の状況を見て避難場所を目指すことが危険と判断した時は、
　　　　　　　　　　　　　　　　近隣のより安全な場所へ移動し、外に出ることすら危険な場合は、屋
　　　　　　　　　　　　　　　　内で安全を確保します 
　　　　　　　　　　　　　　　・屋内にとどまることを選択された方は、自宅の２階など屋内の安全な
　　　　　　　　　　　　　　　　場所に移動します

避難勧告

　　　　　　　　　　　　　　　・立ち退き避難中の方は、速やかに避難を完了します 
　　　　　　　　　　　　　　　・立ち退き避難が必要な方で、いまだ避難を開始していない場合は、周
　　　　　　　　　　　　　　　　辺の状況を見て、移動を開始するか屋内で安全を確保するかを選択　
　　　　　　　　　　　　　　　　し、直ちに避難行動を開始します 
　　　　　　　　　　　　　　　・外出することでかえって命に危険が及ぶような状況では、自宅内のよ
　　　　　　　　　　　　　　　　り安全な場所に避難をしましょう

避難指示 
（緊急）

冠水注意
箇所

石垣・ブロック塀
崩落倒壊注意

宮山山山

　夜間の避難は危夜間間間のの避の避難は難は避難避難は危は危難は危険は危難難は危は危危険。危険。 危険。は危険。は危険
可能な限り 可能能可可能な能な限りり限限り限り

　明　明明明明るいうちに避難する。。避に避るいるるる 避難うちうちうちうち 避難難す難す明るる明明る　明明明

イイイイイインイイインインインイインンイ難のポイポイポ避難避避避避難の避難ののポのポポポ難の難ののの難難 ポイポイ避避 イントトトトントトンン

運動靴を履いて避難する。靴靴靴靴靴靴を靴靴動靴靴　　運運 避難運  運動運動 避難す避難すを履いて避難を履いて避難
　　長靴は水が入は水は水はは水靴は靴長長長長靴 が入って が入は水は水はは が入が入

くく危険。 く危険。 危険く危険。 　　歩きにき歩歩き歩　 き歩き歩歩歩歩 険危険にに 危危険にくにくにににに く危くく危
　はだしは厳禁。ははははははだしは厳禁だしは　　はだしは厳禁。　　 だだだだし 禁禁ししは厳は厳厳禁厳禁

非非常持ち出し品は 非常 ち 品は出し品品非常持ち出し品は 非非非
必要最低限要最低最低要 低必 にとどめ、 とどめ、 どめ、どどめ、 どどめ、どどどめ、どめどど
背負ってっ背負背背背背 両両両手が手がが両両 自由に 自由自由手が自が両手が両手が両両手が自が自が自手手
動かせかせ動動動かせ動かせかせるせかせるせかせる動かせるよよよ にする。るようにようよう するするるるうによよよ にによよよ にに

避難前に、ガス避難 ガ、ガス避 、ガスのガスの元栓や 元元元元ガスの元ガスの元元ガガスのガスの
ブレーカーを切り、ブレーカーー ーを りりブレーカーを切り、火火火の火の火の火の 火の火の
始始末、戸締まり、 締始末始始 をする。を るるる。る。

隣近所に声をかけ、 を声をかか隣隣 けけ近所に近所に かをかににに声に声声を声を声声
集団で避難集集団で避難避避難難避避避難避難難難　 する。 すするするる。る。すす
病人や歩行困難な や歩行困難な難な病人や歩行 なな歩行やや歩行行困病病人人 困難困難　
人を背負うなどしてを ててしてして負う背負背負人人を人を などなど て て 　

　　　　　　地域で助け合う。うう地域　　 助けけ合け合助け地域地域地地　　　　　

　　　

　 　原則として と　原則　原則
　　 徒歩でで避難で徒歩徒歩 する。。 。すすすす
　特に地震時ではは は地震時で地震時で特に地特に地特に特に でで　

　　　　　　　道路が被害を受け危険受け危険受け危険が被害をが被害をを受を受道道路　　

　
　

　 水路、 路道路冠水時は、側溝、水冠水時道路冠路 側溝側溝、側は、側溝路冠路冠 水路水路水水
ール（蓋が外れている）マンホーママ （蓋が外（蓋が外れンホールンホール　

が分かりにくく危険。 がが りに  くく危険くく危険が分かりにが分かりに 険険りにりに　
　 真中を慎重に歩く。真 に歩く。に歩く。真中を慎重真中を慎重慎慎

　　　　
　　　
　　　
　　 　

電線に触れない、 いい、線に触れなに触 い触に触れない　垂れ下った電下垂 下った電線に触れた れなれな下っ 電線電線 いい線に線にっった れ
　近寄らない。寄近寄寄寄ら寄ら近近 ら寄 い。い。ないない

いう時、居場所を 場、時 場所を を　いざといい 居場居場居場居場いい 、、居といとい
　知らせるために、 めめに、に、

）を を　笛（ホイッスル　笛笛 スッス（ホ ））ル）ル）スルスル をを
　持っておく。くっておおおく

の中で歩ける浸水は で歩歩けるる浸水は　流水や冠水の中流水流水水や 水の水の冠水冠水の中中で中で水や水や冠冠
ぐらいが目安。 いいが　ひざぐらひひひざざざぐざぐ がいがが目が目安ぐぐ 安目安安安安ぐらぐらぐぐらいらい 安。
上なら 上なな　それ以そそそれそれれれ以 られ らなら ならならなな以上以上

　無理をせず、 せ無 をせせせず   せず、せず、
　高いところで救助を待つ。ころでで救救助助ろで救助を待つ。ろでで救助で救助 待待助を待つ。つ。

　正しい情報を集める。集める。情報情 るを集を集
　ラジオ、テレビ、 テオ、 レビ、 、レレレ
　行政、消防、警察など 消防消防 警行　　 など など 防、防、警察な防、警消防消防 警警

頼できる機関から ででで頼　信頼信頼 ららからからる機る機機関機関 ら ら きき
しい情報を集める。し 情報を集めいい情報をい　正しし めるめるを めめる。る。

　  古くなった橋古くなっくなった橋た橋などは くなった橋などはなった
    渡らないようにする。渡渡 ようにするにする渡渡 する るるるる
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外出が危外出出が危外出外出 危険なときは、 と は険なが危険が危が危険
の2階などの2階 どなど家の家の家の2階家の2階などなどどのののの の

安全な場所安全な場所全な場少しでも安でも安でも安全でも安全 所場所 場所
に移動するるるに移 る。るにに

の の んぼや畑、河河、河ぼや 、河川の 、河川の 田んぼ田田ん田田田田んぼやんぼや
避ける。避ける避け避け回りは避回回回見回見見回見見回見回 は避は避避避

必ずずず必ず必ず２人以上で避難以上で避難２人以上で避難２人２人 難難以上で避難する。 するするるすする。 
は、ロープでつないで避難する。 で 難す難難避避難するでつないで避避難難すする避　道路 水時は、ロープ水時は、ロープ路冠水路冠水 ないで避難する。

棒棒棒を確かめるために、長い棒長いた 長いめ　先導者はは、くぼみや溝を確かめは、くぼみや溝を確かめ導者は導者は い棒
　をつえにしながら歩くながら歩く。ながら歩くながながえに
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    凡　例 
☆土砂災害 
　特別警戒区域 

☆土砂災害警戒区域 

☆急傾斜地崩壊 
　危険区域 

☆急傾斜地崩壊 
　被害想定区域 

☆指定避難所 
・敦賀工業高等学校・中郷小学校 
・中郷体育館      ・粟野南小学校 

☆消火栓　　　　　防火水槽

舞鶴若狭自動車道

慶林寺

初期避難は 
「堂ふれあい会館」・「堂第一公園」

がけ崩れ　　　　　 
・がけに亀裂が入る　　　 
・がけからの水が濁る　 
・がけから音がする　 
・小石がバラバラ落ちてくる 
・異様な臭いがする　　　　

土石流 土土 流石土 流石石土土 流流流
・山なりがする山なりがすするなりがな がな がすす山な がするなりがすすがなりが山なな がが るる山なりがする山

・急に川の水が濁り、流木が混ざり始める　 ・ るる始急急 濁り 流木が流木が混が混が混が混ざりが混急急に 木がが濁り、流木が るが るが混ざり始混が水が濁り水が濁りの水川の水 めるめる混混り、流木が混ざり・
・雨が降り続いているのに、川の水位が下がる 雨雨 下 る下下水位が下下下がが下下がる雨 下下 る下下下がるの水位が下が続いているのに続いているのに降り続降り続続続 のの水位・
・地震の後、川の水位が下がる 地 川の水川川・地 がるがるがががが位位水位が下水位が下下下がが下下が下下
・腐った土の臭いがする　　・腐 の がた 臭腐 する　する　臭いが臭いがいがいが

地すべり 
・斜面から水が噴き出す　 
・地面に亀裂、段差ができる 
・樹木が倒れる 
・家やよう壁、樹木、電柱が

傾く

土砂災害前兆現象
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